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柳
田
國
男
に
よ
る
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グ
リ
ム
童
話
集
』
の
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書
過
程
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柳
田
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庫
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き
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．
は
じ
め
に

柳
田
國
男
が
青
年
時
代
か
ら
洋
書
に
親
し
み
、
ま
た
日
本
に
民
俗

学
と
い
う
新
し
い
学
問
を
形
成
、
構
築
し
て
い
く
過
程
で
欧
米
諸
国

の
研
究
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
研
究
者
た
ち
が
指
摘
し
て
き
た
。
特
に
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ

ン
ス
の
諸
作
品
や
ハ
イ
ネ
の
『
流
刑
の
神
々
』、
後
に
は
フ
レ
ー

ザ
ー
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ゴ
ム
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ

リ
ス
民
俗
学
や
人
類
学
、
サ
ン
テ
ィ
ー
ヴ
や
ベ
テ
ィ
エ
、
ユ
エ
な
ど

の
フ
ラ
ン
ス
の
口
承
文
芸
研
究
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
童
話
に

関
す
る
研
究
が
柳
田
民
俗
学
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る（（
（

。
し

か
し
な
が
ら
、
柳
田
國
男
は
執
筆
時
に
外
国
の
参
考
文
献
を
明
示
し

て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
い
か
に
し
て
西
欧
の
研
究
成
果
を

自
身
の
学
問
に
取
り
入
れ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
探
る
の
は
容
易
で

は
な
い（（
（

。

柳
田
國
男
の
年
譜
に
よ
る
と
、
柳
田
は
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員

と
し
て
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
五
月
に
渡
欧
し
同
年
十
月
に
一

時
帰
国
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
五
月
に
国
際
連
盟
委
任
統

治
委
員
会
の
仕
事
の
た
め
再
び
渡
欧
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三

年
）
九
月
、
渡
欧
中
に
関
東
大
震
災
の
報
を
受
け
帰
国
し
て
い
る（（
（

。

滞
欧
中
、
柳
田
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
拠
点
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地

を
旅
行
し
、
ド
イ
ツ
で
は
『
グ
リ
ム
の
御
伽
話
細
註
（
（
（

』
な
ど
多
く
の

本
を
買
っ
て
日
本
に
送
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
柳
田
は
こ
れ
ら
の
洋
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書
を
紐
解
き
、
そ
の
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
く
。
現
在
、
柳
田
が
購

入
し
た
洋
書
群
は
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
の
「
柳
田
文

庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
柳
田
文
庫
」
に
は
雑
誌
を
含
め

て
約
三
万
七
〇
〇
〇
冊
の
図
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
洋

書
の
単
行
本
が
一
四
三
四
冊
、
洋
雑
誌
が
約
九
〇
〇
冊
収
録
さ
れ
て

い
る（（
（

。
こ
れ
ら
の
洋
書
の
中
に
は
英
語
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
の
文
献
も
見
ら
れ
、
読
了
自
記
や
、
赤

ペ
ン
に
よ
る
下
線
や
欄
外
メ
モ
が
多
数
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
書
き
込
み
は
、
柳
田
が
欧
米
諸
国
の
研
究
を
い
か
に
し
て
渉
猟

し
た
か
、
そ
の
過
程
を
探
る
上
で
直
接
的
な
手
が
か
り
と
な
り
う

る
。柳

田
文
庫
所
蔵
の
洋
書
文
献
を
手
が
か
り
に
、
柳
田
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
口
承
文
芸
学
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
先
行
研
究
と
し
て
、

高
木
昌
史
氏
に
よ
る
共
同
研
究
や
田
中
藤
司
氏
、
高
橋
治
氏
の
研
究

等
が
挙
げ
ら
れ
る（（
（

。
高
木
氏
の
共
同
研
究
は
、
柳
田
文
庫
に
収
め
ら

れ
て
い
る
英
独
仏
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
口
承
文
芸
に

関
す
る
文
献
の
比
較
調
査
で
あ
り
、
そ
の
文
献
調
査
は
雑
誌
・
機
関

紙
類
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
一
方
、
高
橋
氏
は
柳
田
文
庫
に
収
め
ら

れ
て
い
る
洋
書
の
納
品
伝
票
や
書
店
票
、
読
了
自
記
を
手
が
か
り
に

一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
に
至
る
ま
で
の
柳
田
の
洋
書
講
読

の
過
程
と
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
て
お
り
、
田
中
氏
は

柳
田
國
男
が
読
了
年
月
日
を
記
し
た
一
一
〇
点
の
目
録
を
作
成
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
文
庫
の
膨
大
な
量
の
洋
書
に
比
す
れ

ば
こ
れ
ら
は
研
究
の
一
端
で
あ
り
、
特
に
書
き
込
み
に
つ
い
て
の
詳

細
な
調
査
・
研
究
は
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ハ
イ
ネ
の
他
に
は
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
、

人
類
学
が
柳
田
の
民
俗
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
柳
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
仏
語
文
献
、
独
語
文
献
の

研
究
は
ほ
と
ん
ど
が
手
付
か
ず
の
ま
ま
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
研
究
す

る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
視
点
か
ら
柳
田
民
俗
学
を
捉
え
な
お
す
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
柳
田
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
文
献
の
中
で
も
書
き
込
み
の
多
い
グ

リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
第
七
版
（
原
書
）
を
調
査

し
、
柳
田
が
昔
話
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
何
を
主
眼
と
し
て
き
た

の
か
、
そ
の
一
端
を
覗
い
て
み
た
い
。

2
．�

柳
田
文
庫
所
蔵
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版�

『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
に
つ
い
て

柳
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』（
以

下
、K

H
M

と
略
記
）
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
三
冊
で
あ
る
。
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柳
田
文
庫
所
蔵
のK

H
M

は
決
定
版
（
第
七
版
）
の
も
の
で
、
第

一
巻
の
冒
頭
に
は
、
一
八
四
三
年
版
（
第
五
版
）
のK

H
M

が
刊
行

さ
れ
た
際
、
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ニ
ム
婦
人
に
宛
て
た

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
献
辞
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
巻
に

はK
H

M

一
番
か
ら
八
七
番
、
第
二
巻
に
はK

H
M

八
八
番
か
ら
二

〇
〇
番
お
よ
び
子
供
の
聖
者
伝
十
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
第
三
巻

は
グ
リ
ム
兄
弟
自
身
に
よ
る
注
釈
編
と
な
っ
て
い
る（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
冊
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版K

H
M

に
は
刊
行
年

が
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
巻
の
表
紙
に
は
タ
イ
ト

ル
と
共
に
レ
ク
ラ
ム
番
号
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
レ
ク
ラ
ム
番

号
か
ら
柳
田
文
庫
所
蔵
のK

H
M

刊
行
年
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
柳
田
文
庫
所
蔵
の
第
一
巻
の
レ
ク
ラ
ム
番
号
はN

r.3191

―

3194

、
第
二
巻
はN

r.3195

―3198

、
第
三
巻
はN

r.3446

―3450

と
な
っ
て
い
る
。W

orldC
at

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、K

H
M

の
決
定
版
が
初
め
て
レ
ク
ラ
ム
文
庫
か
ら
刊
行
さ
れ
た
年
は
一
八
八

四
年
（
第
一
巻
お
よ
び
第
二
巻
）
と
一
八
八
五
年
（
第
三
巻
注
釈

編
）
で
、
そ
の
時
の
レ
ク
ラ
ム
番
号
は
第
一
巻
がN

r.3191

―3193

、

第
二
巻
がN

r.3194

―3196

、
第
三
巻
がN

r.3446

―3450

で
あ
る
。

そ
の
後
、
第
一
巻
、
第
二
巻
は
一
八
九
七
年
に
も
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
レ
ク
ラ
ム
番
号
は
一
八
九
四
年
に
刊
行
さ

れ
た
番
号
と
同
じ
で
あ
る
。
次
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
一
九
〇
〇
年

頃
な
の
だ
が
、
刊
行
年
は
書
誌
情
報
に
よ
る
と
「ca.1900

」（
一
九

〇
〇
年
頃
）
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
は
っ
き
り
し
た
刊
行
年
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
九
〇
〇
年
頃
に
刊
行
さ
れ

たK
H

M

の
レ
ク
ラ
ム
番
号
が
柳
田
文
庫
所
蔵
の
も
の
と
一
致
し
て

お
り
、
こ
の
一
九
〇
〇
年
頃
の
版
の
次
に
刊
行
さ
れ
た
レ
ク
ラ
ム
版

K
H

M

（
決
定
版
）
の
刊
行
年
は
一
九
二
〇
年
で
、
第
一
巻
の
番
号
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がN
r.1391

―1393 a

、
第
二
巻
がN

r.3194

―3196 a

と
な
っ
て
い

る
（
（
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
柳
田
文
庫
所
蔵
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版

K
H

M

は
一
九
〇
〇
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

柳
田
文
庫
所
蔵
の
本
に
は
読
了
自
記
の
あ
る
も
の
が
多
数
見
ら
れ

る
が
、
こ
のK

H
M

三
冊
に
は
読
了
自
記
が
な
く
、
書
店
票
や
納
品

伝
票
な
ど
、
購
入
先
や
入
手
時
期
に
結
び
つ
く
も
の
も
見
ら
れ
ず
、

講
読
の
開
始
時
期
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
柳

田
文
庫
所
蔵
のK

H
M

が
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
九
〇
〇
年

（
明
治
三
十
三
年
）
と
い
え
ば
、
柳
田
が
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、

大
学
院
に
在
籍
し
な
が
ら
農
商
務
省
に
勤
務
し
始
め
た
年
で
あ
る
。

柳
田
は
、
一
高
在
学
中
（
一
八
九
三
年
―
一
八
九
七
年
）
か
ら
よ
く

古
書
店
で
外
国
文
学
書
を
集
書
し
、
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
は
丸
善
を

介
し
て
洋
書
を
購
入
し
、「
土
曜
会
」「
文
学
界
」「
龍
土
会
」「
イ
プ

セ
ン
会
」
等
で
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ハ
イ
ゼ
、
メ
ン
ゲ
ル
、
イ
プ
セ

ン
、
ハ
イ
ネ
な
ど
諸
作
品
の
報
告
を
し
て
い
た
。
高
橋
氏
の
調
査
に

よ
る
と
、
柳
田
が
所
蔵
し
て
い
た
ハ
イ
ネ
や
ク
ラ
イ
ス
ト
等
の
レ
ク

ラ
ム
文
庫
に
は
柳
田
に
よ
る
読
了
自
記
、
お
よ
び
和
歌
が
見
ら
れ
る

の
だ
が
、
読
了
自
記
の
一
番
古
い
も
の
は
明
治
三
十
一
年
五
月
十
七

日
、
新
し
い
も
の
で
明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
六
日
で
あ
る（（
（

。
各
レ

ク
ラ
ム
文
庫
版
書
籍
の
購
入
時
期
は
判
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
読
了

年
月
日
が
ど
れ
も
明
治
三
十
年
代
で
あ
る
こ
と
と
、
巻
末
に
柳
田
家

に
入
る
前
の
姓
で
あ
る
「
松
岡
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

（
柳
田
は
明
治
三
十
四
年
五
月
二
十
九
日
に
柳
田
家
の
養
嗣
子
と
し

て
入
籍
し
て
い
る（10
（

）、
柳
田
が
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
の
書
籍
を
購
入
し

て
い
た
時
期
は
主
に
明
治
三
十
年
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
レ
ク

ラ
ム
版K

H
M

も
こ
の
頃
に
購
入
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
講
読
時
期
を
示
す
手
が
か
り
に
な
り
う
る
の
だ
が
、
柳
田

文
庫
所
蔵
のK

H
M

第
一
巻
に
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
八

月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
長
野
県
上
諏
訪
町
に
お
い
て
行

な
わ
れ
た
「
霧
が
峰
山
の
会
」
の
案
内
状
が
挟
ま
っ
て
い
る
。
定
本

の
年
譜
に
よ
る
と
柳
田
は
昭
和
十
年
八
月
十
八
日
信
州
の
山
の
会
で

「
狩
と
山
の
神
の
こ
と
」、
十
九
日
に
は
「
山
の
幻
覚
の
こ
と
」
を
講

義
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
再
読
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
こ
の
頃
、

集
中
し
てK

H
M

を
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

3
．K

H
M

へ
の
書
き
込
み
箇
所

次
に
、
柳
田
文
庫
所
蔵
のK

H
M

三
冊
へ
の
柳
田
に
よ
る
書
き
込

み
箇
所
を
以
下
に
記
す
（
11
（

。
書
き
込
み
に
は
赤
鉛
筆
に
よ
る
も
の
と
赤

ペ
ン
に
よ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
っ
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てK
H

M

を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
ず
初
め
に
、
目
次
の
頁
か
ら
見
て
い
く
。
目
次
の
頁
に
は
以
下

のK
H

M
番
号
の
隣
に
赤
鉛
筆
ま
た
は
赤
ペ
ン
に
よ
る
○
印
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
第
一
巻
、
第
二
巻
に
は
目
次
、
お
よ
び
本
文
中
の

K
H

M

番
号
の
隣
に
赤
ペ
ン
に
よ
る
数
字
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
書
き

込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
数
字
は
、
世
界
童
話
大
系
刊
行
会
よ

り
『
世
界
童
話
大
系
』
第
二
巻
独
逸
篇
⑴
（
大
正
十
三
年
八
月
）
お

よ
び
第
二
十
三
巻
独
逸
篇
⑵
（
昭
和
二
年
三
月
）
と
し
て
出
版
さ
れ

た
『
グ
リ
ム
童
話
集
』
の
通
し
番
号
と
全
て
一
致
し
て
い
る
。
柳
田

文
庫
に
は
こ
の
金
田
鬼
一
訳
の
『
グ
リ
ム
童
話
集
』
は
所
蔵
さ
れ
て

い
な
い
が
、
金
田
訳
の
通
し
番
号
の
書
き
込
み
は
、
柳
田
が
金
田
訳

を
参
考
に
し
な
が
らK

H
M

を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
以
下
、
本
文
中
に
見
ら
れ
る
柳
田
に
よ
る
書
き
込
み
、
お
よ

び
、
赤
ペ
ン
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
数
字
を
〈
〉
内
に
記
す
。

「
？
」
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
を
表
す
。
な
お
、「
」
内
の
邦
名

は
著
者
に
よ
る
補
足
で
あ
り
、
本
文
の
引
用
箇
所
の
意
味
内
容
を
明

確
に
す
る
た
め
に
、［
］
で
適
宜
補
足
を
加
え
た
。
ま
た
、
赤
ペ
ン

以
外
の
書
き
込
み
は
全
て
赤
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
で
あ
り
、
傍
線

は
柳
田
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
下
線
の
箇
所
を
表
す
。

第
一
巻
の
目
次
（
○
印
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る
も
の
）

二K
atze und M

aus in G
esellschaft

「
猫
と
鼠
の
共
暮
ら

し
」、
一
八Strohhalm

, K
ohle und B

ohne 「
藁
と
炭
と
豆
」

（
さ
ら
に
頁
数
に
下
線
）、
二
一A

schenputtel

「
灰
か
ぶ
り
」、

二
八� D

er singende K
nochen

「
歌
う
骨
」、
三
一D

as 

M
ädchen ohne H

ände

「
手
な
し
娘
」、
三
七D

aum
esdick

「
親
指
小
僧
」（
さ
ら
に
頁
数
に
下
線
）、
四
八D

er� alte�
Sultan

「
老
犬
ズ
ル
タ
ン
」（
赤
ペ
ン
で
○
印
）、
六
五

A
llerleirauh

「
千
匹
皮
」、
七
八D

er alte G
roßvater und 

der E
nkel

「
年
取
っ
た
お
じ
い
さ
ん
と
そ
の
孫
」（
赤
ペ
ン
で

○
印
）、
八
七D

er A
rm

e und der R
eiche

「
貧
乏
人
と
金
持

ち
」（
赤
ペ
ン
で
○
印
）。
そ
の
他
、
一
二
番R

apunzel

の
番

号
の
横
に
○
印
。
上
か
ら
×
印
。

第
二
巻
の
目
次
（
○
印
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る
も
の
）

八
九D

ie G
änsem

agd 「
が
ち
ょ
う
番
の
娘
」（
頁
数
の
横
に

〈
１
０
２
〉
の
書
き
込
み
）、
九
八D

oktor A
llw

issend

「
物

知
り
博
士
」、
一
〇
八H

ans m
ein Igel

「
ハ
ン
ス
は
り
ね
ず

み
」（
○
印
の
横
に
さ
ら
に
×
印
）、
一
一
二D

er 

D
reschflegel vom

 H
im

m
el

「
天
国
の
か
ら
さ
お
」、
一
三
五
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D
ie w

eiße und die schw
arze B

raut

「
白
い
花
嫁
と
黒
い
花

嫁
」（
さ
ら
に
頁
数
に
下
線
）、
一
四
二Sim

eliberg

「
ジ
メ
リ

山
」

付
箋
紙
が
挟
ま
っ
て
い
る
話
、
お
よ
び
本
文
へ
の
書
き
込
み
箇
所

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
巻

二� K
atze und M

aus in G
esellschaft

「
猫
と
鼠
の
共
暮
ら
し
」

（
白
い
付
箋
紙
）

一
五� H

änsel und G
retel

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

・
私
の
お
話
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
。
あ
そ
こ
に
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ

が
走
っ
て
る
。
あ
れ
を
捕
ま
え
た
者
は
、
あ
れ
で
大
き
な
、
大

き
な
毛
皮
の
帽
子
を
こ
し
ら
え
も
よ
ろ
し
い
。（
赤
ペ
ン
で
下

線
。
横
に
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

一
六� D

ie drei Schlangenblätter

「
三
枚
の
蛇
の
葉
」（
番
号
の

横
に
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

一
八� Strohhalm

, K
ohle und B

ohne

「
藁
と
炭
と
豆
」（
紫
色

の
付
箋
紙
）

・
で
も
藁
は
燃
え
出
し
、
二
つ
に
切
れ
て
、
小
川
の
中
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
し
た
。（
赤
鉛
筆
で
下
線
）

二
一� A

schenputtel

「
灰
か
ぶ
り
」（
ピ
ン
ク
色
の
付
箋
紙
）

二
八� D

er singende K
nochen

「
歌
う
骨
」（
薄
い
緑
の
付
箋
紙
）

・
彼
［
羊
飼
い
］
が
初
め
て
そ
れ
［
角
笛
］
を
吹
い
て
み
る

と
、
小
さ
な
骨
が
ひ
と
り
で
に
歌
い
始
め
た
の
で
、
羊
飼
い
は

大
変
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
…
…
彼
［
羊
飼
い
］
が
そ
れ
［
角

笛
］
を
も
っ
て
王
様
の
前
に
出
た
時
、
小
さ
な
角
笛
は
ま
た
も

や
小
唄
を
歌
い
始
め
ま
し
た
。（
赤
鉛
筆
で
下
線
。
最
初
の
下

線
部
に
赤
鉛
筆
で
○
印
）

三
一� D

as M
ädchen ohne H

ände

「
手
な
し
娘
」（
群
青
色
の

付
箋
紙
。
番
号
の
横
に
○
印
）

・
そ
こ
へ
、
信
心
深
い
お
后
に
い
つ
も
害
を
加
え
よ
う
と
し
て

い
る
悪
魔
が
や
っ
て
来
て
、
そ
の
手
紙
を
別
の
手
紙
と
す
り
替

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
お
妃
が
取
り
替
え
子
を
産
ん

だ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。（
赤
鉛
筆
で
下
線
。
横
に
赤
鉛
筆

で
○
印
）

・
彼
女
［
年
寄
り
の
お
母
様
］
は
彼
女
［
お
妃
］
の
背
中
に
そ

の
子
を
し
ば
り
つ
け
、
そ
の
哀
れ
な
女
は
泣
き
な
が
ら
立
ち
去

り
ま
し
た
。（
横
に
赤
鉛
筆
で
○
印
）

三
四� D

ie kluge E
lse

「
賢
い
エ
ル
ゼ
」（
ピ
ン
ク
の
付
箋
紙
）
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三
七� D

aum
esdick

「
親
指
小
僧
」（
タ
イ
ト
ル
の
横
に
赤
鉛
筆

で
〈
一
寸
法
師
〉
の
書
き
込
み
）

五
六� D

er Liebste R
oland

「
恋
人
ロ
ー
ラ
ン
ト
」（
先
述
の
「
山

の
会
」
の
案
内
状
が
挟
ん
で
あ
る
）

六
五� A

llerleirauh
「
千
匹
皮
」（
薄
い
黄
色
い
付
箋
紙
）

・
そ
う
し
て
彼
ら
［
狩
人
た
ち
］
は
言
い
ま
し
た
。「
千
匹
皮
、

お
前
は
台
所
が
お
似
合
い
だ
。
さ
あ
、
来
い
。
台
所
で
灰
を
か

き
集
め
た
ら
よ
か
ろ
う
。」（
赤
鉛
筆
で
下
線
）

・
顔
と
手
の
煤
を
洗
い
落
と
す
と
、
申
し
分
の
な
い
美
し
さ
が

ま
た
現
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
［
千
匹
皮
］
は
胡
桃
を

開
け
て
、
太
陽
の
よ
う
に
輝
く
ド
レ
ス
を
取
り
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
前
の
時
み
た
い
に
、
祝
宴
に
行
き
、
誰
も
が
彼
女
の
た

め
に
道
を
あ
け
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
誰
も
彼
女
の
こ
と
は

知
ら
ず
、
ど
こ
か
の
王
女
様
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。（
右
の
箇
所
に
赤
鉛
筆
で
傍
線
）

七
六� D

ie N
elke

「
な
で
し
こ
」

・
彼
ら
が
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
神
様
次
第
だ
。

（
横
に
赤
ペ
ン
で
✓
の
印
。
本
文
に
赤
ペ
ン
で
」
の
印
）

八
〇� Von dem

 Tode des H
ühnchens

「
雌
鶏
の
死
の
話
」

・
こ
れ
で
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。（
横
に
赤
ペ
ン
で

✓
印
）

八
一� B
ruder Lustig

「
陽
気
な
兄
貴
」

・
そ
れ
か
ら
陽
気
な
兄
貴
は
ま
だ
長
い
こ
と
世
の
中
を
歩
き

回
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、

そ
れ
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。（
赤
ペ

ン
で
✓
印
）

八
四� H

ans heiratet

「
ハ
ン
ス
が
結
婚
す
る
」

・
お
前
さ
ん
も
結
婚
式
に
行
っ
た
の
か
い
？
あ
あ
、
行
っ
た
と

も
、
め
か
し
こ
ん
で
ね
。
私
の
帽
子
は
雪
で
で
き
て
い
て
ね
、

そ
れ
で
お
日
様
が
出
た
ら
解
け
ち
ま
っ
た
。
私
の
ド
レ
ス
は
蜘

蛛
の
巣
で
で
き
て
い
て
ね
、
そ
れ
で
茨
を
通
っ
た
ら
破
れ
ち

ま
っ
た
よ
。
私
の
靴
は
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
て
ね
、
そ
れ
で
石

に
つ
ま
ず
い
た
ら
、
ピ
シ
ッ
と
言
っ
て
ま
っ
ぷ
た
つ
に
割
れ
ち

ま
っ
た
の
さ
。（
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

八
六� D

er Fuchs und die G
änse

「
狐
と
ガ
チ
ョ
ウ
」（
番
号
の

横
に
〈
９
９
〉
と
赤
ペ
ン
で
書
き
込
み
）

・
そ
れ
で
彼
ら
［
鵞
鳥
た
ち
］
の
お
祈
り
が
済
め
ば
、
こ
の
お

話
の
続
き
が
出
来
る
の
だ
け
ど
、
い
ま
だ
に
ず
っ
と
お
祈
り
を

し
て
い
る
の
。（
赤
ペ
ン
で
〈
ハ
テ
ナ
シ
話
〉
と
書
き
込
み
。

赤
ペ
ン
で
✓
印
）
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八
七� D

er A
rm

e und der R
eiche

「
貧
乏
人
と
金
持
ち
」

・
大
昔
、
神
様
が
ま
だ
ご
自
分
の
足
で
下
界
を
歩
い
て
い
た
頃

の
こ
と
、
あ
る
晩
、
神
様
は
お
疲
れ
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
宿

を
見
つ
け
る
前
に
、
夜
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
赤
ペ
ン
で

○
印
）

第
二
巻

八
八
〈
１
０
１
〉� D

er singende Springende Löw
eneckerchen

「
踊
っ
て
跳
ね
る
ヒ
バ
リ
」

九
〇
〈
１
０
３
〉� D

er junge R
iese

「
若
い
巨
人
」

・
お
代
官
と
そ
の
妻
が
ま
だ
空
中
に
漂
っ
て
い
る
か
ど
う
か
私

た
ち
は
知
ら
な
い
ね
。
で
も
若
い
巨
人
は
自
分
の
鉄
の
棒
を
担

い
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
右
の
箇
所
に
赤
ペ
ン
で
傍
線
）

九
一� D

at E
rdm

änneken

「
大
地
の
小
人
」

・「
そ
の
時
、
私
は
ガ
ラ
ス
の
靴
を
は
い
て
い
た
の
だ
け
ど
ね
、

石
に
つ
ま
ず
い
ち
ゃ
っ
て
、「
ピ
チ
リ
！
」
と
い
っ
て
靴
が
壊

れ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」（
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

九
六� D

e drei Vügelkens

「
三
羽
の
小
鳥
」

・
そ
の
間
に
子
供
た
ち
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、
一

番
年
上
の
兄
さ
ん
が
他
の
年
下
の
二
人
を
連
れ
て
、
魚
を
捕
り

に
出
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
他
の
子
供
た
ち
は
「
捨
て
子
や

い
、
あ
っ
ち
へ
行
け
」
と
言
っ
て
兄
さ
ん
を
仲
間
に
入
れ
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。（
赤
ペ
ン
で
下
線
、
横
に
✓
印
）

九
八
〈
１
１
１
〉� D

oktor A
llw

issend

「
物
知
り
博
士
」（
１
１

１
の
書
き
込
み
の
横
に
赤
鉛
筆
で
○
印
）

一
〇
二� D

er Zaunkönig und der B
är

「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
と
熊
」

（
番
号
の
隣
に
✓
印
）

一
〇
五
〈
１
１
９
〉� M

ärchen von der U
nke

「
ウ
ン
ケ
の
話
」

一
〇
七
〈
１
２
１
〉� D

ie beiden W
anderer

「
二
人
の
旅
人
」

（
番
号
の
隣
に
✓
印
）

一
〇
八� H

ans m
ein Igel

「
ハ
ン
ス
は
り
ね
ず
み
」（
番
号
の
隣

に
赤
鉛
筆
で
○
印
。
赤
鉛
筆
で
〈
田
螺
長
者
〉
の
書
き
込
み
）

・
彼
［
百
姓
］
は
つ
い
に
怒
っ
て
、
家
に
帰
っ
て
言
い
ま
し

た
。「
子
供
が
欲
し
い
。
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
だ
っ
て
か
ま
わ
な
い
。」

す
る
と
お
か
み
さ
ん
に
子
供
が
で
き
、
そ
の
子
は
上
が
ハ
リ
ネ

ズ
ミ
で
、
下
が
人
間
の
体
で
し
た
。
そ
し
て
お
か
み
さ
ん
が
そ

の
子
を
見
る
と
、
び
っ
く
り
し
て
言
い
ま
し
た
…
「
そ
れ
見
た

こ
と
か
、
あ
ん
た
が
私
た
ち
に
呪
い
を
か
け
た
ん
だ
よ
。」

・
そ
こ
に
男
達
が
や
っ
て
来
て
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
皮
を
持
ち
去

り
、
火
の
中
に
投
げ
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
火
が
皮
を
な
め
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つ
く
し
て
し
ま
う
と
、
彼
［
ハ
ン
ス
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
］
は
解
放
さ

れ
、
ベ
ッ
ド
に
ま
っ
た
く
人
間
の
形
で
横
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
…
…
し
か
し
お
父
さ
ん
は
、
自
分
に
息
子
は
い
な
い
、
一

人
い
た
が
、
そ
い
つ
は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
同
様
、
針
を
は
や
し
て
生

ま
れ
て
き
て
、
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
…
年
寄
り
の

お
父
さ
ん
は
喜
ん
で
ハ
ン
ス
と
一
緒
に
ハ
ン
ス
の
王
国
に
行
き

ま
し
た
。（
赤
鉛
筆
で
下
線
。「
針
を
は
や
し
て
」
の
横
に
✓

印
）

・
私
の
話
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
、
グ
ス
ト
ち
ゃ
ん
の
前
を
お
家

が
歩
い
て
い
る
。（
赤
ペ
ン
で
下
線
。
横
に
赤
ペ
ン
で
○
印
）

一
一
二� D

er D
reschflegel vom

 H
im

m
el
「
天
国
の
か
ら
さ
お
」

・
と
こ
ろ
が
彼
［
百
姓
］
が
再
び
道
を
引
き
返
す
と
、
そ
の
穀

粒
か
ら
木
が
生
長
し
て
、
天
ま
で
届
い
て
い
ま
し
た
。（
横
に

赤
鉛
筆
で
〈
豆
の
木
〉
の
書
き
込
み
）

・
そ
う
し
て
彼
［
百
姓
］
は
上
ま
で
登
っ
て
、
天
使
た
ち
が
上

で
燕
麦
を
脱
穀
し
て
い
る
の
が
見
え
、
そ
れ
を
一
緒
に
見
て
い

ま
し
た
。」（
赤
鉛
筆
で
下
線
）

・
と
こ
ろ
が
つ
る
は
し
を
持
っ
て
い
た
の
が
幸
運
で
、
彼
［
百

姓
］
は
そ
れ
で
段
々
を
作
っ
て
、
上
へ
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
殻
ざ
お
を
証
拠
と
し
て
持
っ
て
い
た
の
で
、
誰
も
そ
の

話
を
疑
う
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。（
右
の
箇
所
に
赤

鉛
筆
で
傍
線
）

一
一
三� D

e beiden K
ünigeskinner

「
二
人
の
王
様
の
子
供
」

・
こ
の
お
話
を
つ
い
先
日
に
し
て
く
れ
た
人
の
口
は
、
ま
だ
温

か
い
。（
赤
鉛
筆
で
下
線
。
横
に
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

一
一
四� Vom

 klugen Schneiderlein

「
賢
い
仕
立
て
屋
の
話
」

・
そ
れ
を
信
じ
な
い
者
は
1
タ
ー
ラ
ー
支
払
う
。（
赤
ペ
ン
で

下
線
。
横
に
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

一
一
五
〈
１
２
９
〉� D

ie klare Sonne bringt's an den Tag

「
お

天
道
様
は
明
る
み
に
出
す
」

一
一
八
〈
１
３
２
〉� D

ie drei Feldscherer

「
三
人
の
軍
医
」

一
二
〇
〈
１
３
５
〉� D

ie drei H
andw

erksburschen

「
三
人
の

職
人
」

一
二
六� Ferenand getrü un Ferenand ungetrü

「
忠
実
な

フ
ェ
レ
ナ
ン
ト
と
不
実
な
フ
ェ
レ
ナ
ン
ト
」（
話
の
最
後
に
横
に

赤
ペ
ン
で
書
き
込
み
が
あ
る
が
判
読
不
能
）

一
二
七� D

er E
isenofen

「
鉄
の
ス
ト
ー
ブ
」

・
そ
ら
鼠
が
出
て
き
た
。
お
話
は
お
し
ま
い
。（
赤
ペ
ン
で
下

線
。
横
に
赤
ペ
ン
で
△
印
）

一
三
〇
〈
１
４
６
〉� E

in
ä

u
g

le
in

, Z
w

e
iä

u
g

le
in

 u
n

d 
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D
reiäuglein

「
一
つ
目
、
二
つ
目
、
三
つ
目
」

一
三
一
〈
１
４
８
〉� D

ie sch
öne K

atrinelje und P
if P

af 

Poltrie
「
美
し
い
カ
ト
リ
ネ
リ
エ
と
ピ
フ
・
パ
フ
・
ポ
ル
ト
リ
ー
」

一
三
四
〈
１
５
１
〉� D

ie sechs D
iener

「
六
人
の
家
来
」

一
三
五� D

ie w
eiße und die schw

arze B
raut

「
白
い
花
嫁
と

黒
い
花
嫁
」（
番
号
に
赤
鉛
筆
で
下
線
。
赤
鉛
筆
で
〈
皿
々
山
〉

の
書
き
込
み
）

・
彼
［
お
兄
さ
ん
］
は
妹
の
絵
を
描
い
て
、
自
分
の
部
屋
に
か

け
て
お
き
ま
し
た
。（
横
に
赤
鉛
筆
で
〈
エ
ス
ガ
タ
女
房
〉
の

書
き
込
み
）

・
し
か
し
宮
殿
の
召
使
達
は
御
者
が
毎
日
美
し
い
絵
の
前
に

立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
…
…
（
赤
鉛
筆
で
下
線
）

・
そ
の
よ
う
な
女
は
服
を
脱
が
せ
て
裸
に
し
、
釘
が
打
た
れ
た

樽
の
中
に
入
れ
て
、
樽
の
前
に
一
頭
の
馬
を
つ
け
、
馬
を
世
界

中
行
か
せ
る
の
が
良
か
ろ
う
。（
赤
鉛
筆
で
〈
臼
ニ
入
レ
テ
〉

の
書
き
込
み
。
そ
の
横
に
赤
ペ
ン
で
○
印
）

一
四
二
〈
１
５
９
〉� Sim

eliberg

「
ジ
メ
リ
山
」（
１
５
９
の
数

字
の
書
き
込
み
の
隣
に
赤
鉛
筆
で
○
印
。
さ
ら
に
赤
ペ
ン
で
〈
隣

爺
型
？
？
？
〉
の
書
き
込
み
）

一
四
三� U

p R
eisen gohn

「
旅
に
出
る
」（
紫
の
付
箋
紙
。
番
号

の
横
に
〈
ヲ
ロ
カ
ム
子
〉
の
書
き
込
み
）

一
四
四
〈
１
６
２
〉� D

as E
selein

「
小
さ
な
ロ
バ
」（
１
６
２
の

数
字
の
書
き
込
み
の
隣
に
○
印
。
赤
鉛
筆
で
〈
田
ニ
シ
長
者
〉
の

書
き
込
み
。
以
下
の
下
線
は
全
て
赤
鉛
筆
に
よ
る
も
の
。）

・
つ
い
に
神
様
が
お
妃
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
ま
し
た
。
で

も
、
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
子
は
人
間
の
子
の
よ
う
な
姿

で
は
な
く
、
小
さ
な
ロ
バ
の
子
で
し
た
。

・
し
か
し
王
様
は
言
い
ま
し
た
。「
い
や
、
神
様
が
そ
の
子
を

お
授
け
下
さ
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
子
も
ま
た
私
の
息
子
で
あ

り
、
私
の
世
継
ぎ
で
あ
る
べ
き
。
私
の
死
後
、
王
位
に
就
き
、

王
冠
を
か
ぶ
る
べ
き
な
の
だ
。」

・「
い
や
だ
。」
と
そ
れ
［
ロ
バ
の
子
］
は
言
い
ま
し
た
。「
私

は
王
様
の
傍
へ
座
り
た
い
の
だ
。」

・
す
る
と
王
様
は
言
い
ま
し
た
。「
お
前
を
満
足
さ
せ
る
よ
う

な
も
の
が
知
り
た
い
の
だ
が
。わ
し
の
娘
を
妻
に
し
た
い
か
？
」

「
は
い
、
い
か
に
も
。」
と
ロ
バ
の
子
は
言
い
ま
し
た
。「
い
か

に
も
お
姫
様
を
頂
戴
し
た
い
で
す
。」

・
二
人
が
中
に
入
り
、
お
婿
さ
ん
が
ド
ア
に
閂
を
か
け
る
、
辺

り
を
見
回
し
て
、
二
人
し
か
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
お

婿
さ
ん
は
突
然
ロ
バ
の
皮
を
脱
ぎ
捨
て
ま
し
た
、
す
る
と
そ
こ
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に
は
美
し
く
、
堂
々
と
し
た
青
年
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

一
四
七� D

as junggeglühte M
ännlein

「
焼
か
れ
て
若
返
っ
た

小
男
」

・
そ
の
晩
、
二
人
は
男
の
子
を
生
み
ま
し
た
。
そ
の
子
た
ち
は

人
間
に
似
て
は
お
ら
ず
、
猿
の
よ
う
で
、
森
の
中
に
か
け
て

行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
猿
の
種
族
は
彼
ら
に
由
来
す

る
の
で
す
。（
右
の
箇
所
に
赤
ペ
ン
で
傍
線
。
横
に
赤
ペ
ン
で

○
印
と
✓
印
）

一
五
一
〈
１
６
９
〉� D

ie drei Faulen
「
三
人
の
怠
け
者
」

＊
一
五
一
〈
１
７
０
〉� D

ie zw
ölf faulen K

nechte

「
十
二
人
の

怠
け
者
の
召
使
い
」

一
五
二
〈
１
７
１
〉� D

as H
irtenbrüblein�「

羊
飼
い
の
男
の
子
」

一
五
八
〈
１
７
８
〉� D

as M
ärchen von Schlauraffenland

「
の

ら
く
ら
者
の
国
の
話
」

一
七
一� D

er Zaunkönig

「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
」（
以
下
の
箇
所
に
赤

鉛
筆
で
傍
線
）

・
む
か
し
、
む
か
し
、
ど
ん
な
音
も
ま
だ
意
味
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
鍛
冶
屋
の
槌
が
鳴
り
響
く
時
と
い
う
の
は
、
槌
が
「
ス

ミ
ー
ト　

ミ　

ト
ー
！　

ス
ミ
ー
ト　

ミ　

ト
ー
！
」（「
お
い

ら
を
鍛
え
ろ
！　

お
い
ら
を
鍛
え
ろ
！
」）
と
叫
ん
で
い
る
の

で
し
た
。
指
物
師
の
鉋
が
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
立
て
る
音
は
、
鉋
が

こ
う
言
っ
て
い
た
の
で
す
。「
ド
ル　

ヘ
ス
ト
！　

ド
ル　

ド

ル　

ヘ
ス
ト
！
」（「
そ
ら
で
た
！　

そ
ら
、
そ
ら
で
た
！
」）。

水
車
の
輪
が
カ
タ
カ
タ
音
を
立
て
始
め
る
時
は
、
輪
が
こ
う

言
っ
て
い
た
の
で
す
。「
へ
ル
プ
、
ヘ
ア　

ゴ
ッ
ト
！　

ヘ
ル

プ
、
ヘ
ア　

ゴ
ッ
ト
！
」（「
助
け
て
、
神
様
！　

助
け
て
、
神

様
！
」）。
そ
し
て
粉
引
き
が
嘘
つ
き
で
、
水
門
を
空
け
る
と
、

水
門
は
標
準
ド
イ
ツ
語
を
喋
っ
て
、
初
め
は
ゆ
っ
く
り
と
尋
ね

た
の
で
す
。「
ヴ
ェ
ア　

イ
ス
ト　

ダ
ー
？　

ヴ
ェ
ア　

イ
ス

ト　

ダ
ー
？
」（「
そ
こ
に
い
る
の
は
誰
だ
？　

そ
こ
に
い
る
の

は
誰
だ
？
」）
そ
れ
か
ら
早
口
で
言
う
の
で
す
。「
デ
ア　

ミ
ュ

ラ
ー
！　

デ
ア　

ミ
ュ
ラ
ー
！
」（「
粉
引
だ
！　

粉
引
だ
！
」）。

そ
れ
か
ら
つ
い
に
は
も
の
す
ご
い
早
口
で
、「
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル

ト　

タ
ッ
プ
フ
ァ
ー
、
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
ト　

タ
ッ
プ
フ
ァ
ー
、

フ
ォ
ム　

ア
ハ
テ
ル　

ド
ラ
イ　

ゼ
ヒ
タ
ー
。」（
お
も
い
き
っ

て
盗
む
、
お
も
い
き
っ
て
盗
む
、
8
分
の
1
か
ら
6
分
の
3
。）

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
頃
、
鳥
た
ち
も
自
分
の
言
葉
と
言
う
の
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。

一
七
四� D

ie E
ule

「
ふ
く
ろ
う
」
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・
そ
れ
を
信
じ
た
く
な
い
者
は
、
そ
こ
に
言
っ
て
自
分
で
聞
い

て
見
ろ
。（
赤
ペ
ン
で
下
線
。
横
に
赤
ペ
ン
で
✓
印
）

一
七
六
〈
１
９
７
〉� D

ie Lebenszeit

「
寿
命
」

一
七
七
〈
１
９
８
〉� D

ie B
oten des Todes

「
死
神
の
使
い
」

一
八
〇
〈
２
０
１
〉� D

ie ungleichen K
inder E

vas

「
エ
ヴ
ァ
の

不
揃
い
の
子
供
た
ち
」

一
八
三
〈
２
０
５
〉� D

er R
iese und der Schneider

「
巨
人
と

仕
立
て
屋
」

一
八
四� D

er N
agel

「
釘
」

・
急
が
ば
回
れ
。（
赤
ペ
ン
で
下
線
と
✓
印
）

一
八
六
〈
２
０
８
〉� D

ie w
ahre B

raut

「
本
当
の
花
嫁
」（
２
０

８
の
隣
に
赤
ペ
ン
で
〈
皿
々
山
〉
の
書
き
込
み
）

一
八
七� D

er H
ase und der Igel

「
兎
と
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」

・
と
こ
ろ
で
、
こ
の
お
話
に
は
教
訓
が
あ
り
ま
す
、
一
つ
は
、

自
分
が
ど
ん
な
に
優
れ
て
お
り
、
身
分
も
人
と
違
う
と
思
っ
て

も
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
、
例
え
ば
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
も
の

に
対
し
て
も
決
し
て
馬
鹿
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
な
ら
、
自
分
と
同
じ
身

分
の
者
で
、
み
か
け
も
自
分
と
同
じ
も
の
を
も
ら
う
の
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
す
。（
赤
ペ
ン
で
下
線
、
横
に
✓
印
）

一
八
八
〈
２
１
０
〉� Sprindel, W

eberschiffchen und N
adel

「
錘
と
杼
と
針
」

一
九
〇� D

ie B
rosam

en auf dem
 T

isch

「
食
卓
の
上
の
パ
ン
く

ず
」・

や
っ
と
み
ん
な
で
ど
こ
か
へ
行
き
ま
し
た
。（
赤
ペ
ン
で
✓

印
）

一
九
二
〈
２
１
５
〉� D

er M
eisterdieb

「
泥
棒
の
名
人
」

一
九
四
〈
２
１
７
〉� D

er K
ornähre

「
麦
の
穂
」

次
に
第
三
巻
の
注
釈
編
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
箇
所
だ
が
、
柳
田

は
第
三
巻
の
注
釈
編
を
あ
ま
り
精
力
的
に
読
ん
で
い
な
い
。
そ
の
証

拠
に
、
製
本
の
問
題
で
頁
と
頁
が
切
り
離
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
柳
田
は
そ
の
部
分
を
切
り
離
し
て

読
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
書
き

込
み
も
見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
書
き
込
み
箇
所
を
記
す
。
書

き
込
み
はK

H
M

六
五
番
に
見
ら
れ
る
書
き
込
み
以
外
は
全
て
赤
ペ

ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一� D
er Froschkönig oder der eiserne H

einrich

「
蛙
の
王

様
と
鉄
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」
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・
ヘ
ッ
セ
ン
に
由
来
す
る
も
う
一
つ
の
物
語
。
三
人
の
娘
を
持

つ
あ
る
王
様
が
病
気
で
お
城
に
あ
る
泉
の
水
を
所
望
し
ま
し

た
。

・「
ふ
ん
、
誰
が
汚
ら
し
い
蛙
の
恋
人
［Schatz

］
に
な
る
っ

て
い
う
の
よ
！
」�（
横
に
○
印
）

・
つ
い
に
三
番
目
の
娘
が
水
を
汲
み
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

…
…
「
君
が
僕
の
恋
人
に
な
る
な
ら
、
と
っ
て
も
澄
ん
だ
水
を

君
に
あ
げ
る
よ
。」「
え
え
、
も
ち
ろ
ん
」
と
彼
女
［
三
番
目
の

娘
］
は
嬉
し
そ
う
に
答
え
ま
し
た
。（「
三
番
目
の
娘
」
の
横
に

○
印
）

・
彼
女
は
朝
起
き
た
時
、
あ
の
蛙
は
飛
び
跳
ね
て
行
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
わ
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
彼
女
の
前
に
は
若
く

て
き
れ
い
な
王
子
様
が
立
っ
て
い
て
、
自
分
が
魔
法
に
か
け
ら

れ
た
蛙
だ
っ
た
の
だ
が
、
彼
女
が
恋
人
に
な
る
と
い
う
約
束
を

果
た
し
て
く
れ
た
か
ら
救
わ
れ
た
の
だ
と
言
い
ま
し
た
。

・
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
の
三
番
目
の
物
語
で
は
、
蛙
の
姿
か
ら
救

わ
れ
た
後
、
王
子
は
別
れ
の
際
に
赤
で
自
分
の
名
前
が
書
か
れ

た
布
を
花
嫁
に
渡
す
…
…

・
す
ぐ
後
に
王
子
様
が
偽
の
花
嫁
と
旅
立
た
れ
た
時
、
三
人
は

馬
車
の
後
ろ
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二� K
atze und M

aus in G
esellschaft

「
猫
と
鼠
の
共
暮
ら
し
」

（
タ
イ
ト
ル
の
横
に
○
印
）

・
さ
ら
に
蜂
蜜
の
壺
を
見
つ
け
た
狐
と
雄
鶏
に
つ
い
て
語
ら
れ

て
い
る
。

六
五� A

llerleirauh

「
千
匹
皮
」（
横
に
○
印
）

・
四
番
目
の
物
語
は
異
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
千
匹
皮
は

継
母
に
追
い
出
さ
れ
る
…
…
。（
横
に
✓
印
）

・
こ
の
メ
ル
ヘ
ン
は
灰
か
ぶ
り
の
メ
ル
ヘ
ン
と
い
く
つ
か
類
似

点
が
あ
る
。（
横
に
○
印
。）
ペ
ロ
ー
の
ロ
バ
の
皮
は
こ
れ
に
属

す
る
…
…
。

以
上
が
柳
田
に
よ
る
柳
田
文
庫
所
蔵
のK

H
M

全
三
巻
へ
の
書
き

込
み
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

言
え
る
だ
ろ
う
か
。
次
に
考
察
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

4
．
柳
田
に
よ
る
昔
話
の
定
義
―
―
発
端
句
と
結
末
句

書
き
込
み
箇
所
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
柳
田
は
発
端
句
と
結
末

句
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
発
端

句
に
下
線
や
傍
線
あ
る
い
は
✓
印
が
あ
る
話
は
八
七
、
一
七
一
番
、

中
句
は
八
一
番
、
結
末
句
は
一
五
、
七
六
、
八
〇
、
八
四
、
八
六
、



14

九
〇
、
九
一
、
一
〇
八
、
一
一
三
、
一
一
四
、
一
二
七
、
一
七
四
、

一
八
四
、
一
九
〇
番
で
あ
る
。
な
お
、
発
端
句
、
中
句
、
結
末
句
は

ど
れ
も
赤
ペ
ン
で
下
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
あ
る
時
期
に
柳
田
が
発

端
句
と
結
末
句
に
注
目
し
て
集
中
的
に
熟
読
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。と

こ
ろ
で
柳
田
國
男
の
著
作
に
は
、
発
端
句
と
結
末
句
に
関
す
る

も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
柳
田
は
昭
和
六
年
四
月
に
刊
行
さ
れ

た
雑
誌
『
旅
と
伝
説
』
に
「
昔
話
採
集
者
の
為
に
（
12
（

」
を
投
稿
し
て
お

り
、
そ
こ
で
柳
田
は
消
え
つ
つ
あ
る
昔
話
を
採
集
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。
柳
田
は
昔
話
採
集
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
当
時
ま
だ

明
確
で
な
か
っ
た
「
昔
話
」
と
い
う
語
を
伝
説
や
世
間
話
と
の
違
い

を
挙
げ
な
が
ら
定
義
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
際
、
柳
田
は

発
端
句
と
結
末
句
に
注
目
し
、
形
式
的
な
観
点
お
よ
び
信
憑
性
と
い

う
点
か
ら
昔
話
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
一
、
必
ず
冒
頭
に

昔
々
と
い
う
一
句
を
そ
な
え
て
語
っ
て
い
る
話
。
二
、
話
法
の
特
徴

と
し
て
「
あ
っ
た
そ
う
な
」
と
い
う
よ
う
な
「
私
は
そ
う
聞
い
て
い

る
」
と
い
う
意
味
の
語
が
そ
な
え
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昔
話
は
最

初
か
ら
説
く
人
、
聴
く
人
は
信
じ
よ
う
と
し
な
い
、
周
遊
、
流
伝
の

力
が
強
い
、
技
術
、
文
芸
作
品
で
あ
り
、
一
方
、
伝
説
は
常
に
信
じ

ら
れ
、
又
、
信
じ
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
、
土
地
に
定
着
し
、
そ

れ
は
記
憶
、
素
材
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
三
、「
話
は
是
を
以
て
終

わ
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
結
末
句
を
有
す
る
。

さ
ら
に
柳
田
は
、
昭
和
十
年
五
月
か
ら
昭
和
十
一
年
四
月
に
か
け

て
、「
昔
話
と
伝
説
と
神
話
」（『
口
承
文
芸
史
考
』
所
収
）
に
お
い

て
さ
ら
に
詳
し
い
定
義
を
試
み
て
い
る（13
（

。
こ
の
論
考
で
柳
田
は
、
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
昔
話
の
名
称
に
つ
い
て
述

べ
た
後
、
昔
話
の
発
端
句
や
結
末
句
の
特
徴
を
外
国
の
も
の
と
比
較

し
な
が
ら
、
前
述
の
昔
話
の
定
義
を
以
下
の
よ
う
に
補
足
し
て
い

る
。
昔
話
は
、
一
、「
と
ん
と
昔
」
な
ど
の
発
端
句
や
話
の
区
切
り

に
ト
サ
・
ゲ
ナ
・
サ
ウ
ナ
・
ト
イ
フ
な
ど
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
は

「
信
ず
べ
き
物
語
」
と
は
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
外
国
の
昔

話
に
は
あ
ま
り
窺
わ
れ
な
い
。
二
、
固
有
名
詞
の
省
略
。
三
、「
ド

ン
ト
ハ
ラ
ヒ
」
な
ど
の
結
末
の
一
句
。
三
つ
目
の
要
素
に
関
し
て
、

柳
田
はK

H
M

に
つ
い
て
言
及
し
、
日
本
の
昔
話
と
比
較
し
、
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
も
う
一
つ
、
是
は
日
本
の
昔
話
だ
け
に
、
幾
分
か

強
烈
に
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
ら
し
い
第
三
の
形
式
が
あ
る
。
グ

リ
ム
の
説
話
集
に
も
五
つ
か
七
つ
、
最
後
に
奇
抜
な
笑
を
催
す

や
う
な
文
句
を
付
け
添
へ
た
も
の
は
あ
る
が
、
他
の
多
数
は
採
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録
の
際
に
落
ち
た
も
の
か
、
何
の
変
哲
も
無
く
、
事
実
の
終
り

を
以
て
話
し
の
結
び
と
し
て
居
る
。
我
々
の
昔
話
は
そ
れ
と
反

対
に
、
一
つ
一
つ
必
ず
形
式
の
句
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
地
方
毎

に
一
定
し
て
居
る
。
…
…
一
番
単
純
で
数
の
多
い
の
は
是
で
お

し
ま
ひ
、
又
は
話
は
こ
れ
だ
け
と
い
ふ
意
味
の
短
句
で
あ
る
。

奥
羽
の
村
々
で
ド
ン
ド
ハ
ラ
ヒ
と
謂
い
、
中
国
の
そ
ち
こ
ち
で

ム
カ
シ
コ
ッ
キ
リ
と
か
、
…
…
す
べ
て
全
部
が
終
わ
つ
た
と
い

ふ
言
葉
の
様
式
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
是
非
と
も
添
へ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
趣
意
は
、
本
来
は
一
種
伝
承
者
の
宣
誓
で
あ
り
、

聴
い
て
知
つ
て
居
る
こ
と
は
是
だ
け
だ
と
い
ふ
の
は
、
即
ち
お

ま
け
も
無
く
匿
し
も
無
い
と
い
ふ
こ
と
を
言
明
す
る
方
式
だ
つ

た
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
多
分
は
今
あ
る
昔
話
よ
り
も
以
前
か

ら
、
聴
い
て
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
説
話
に
も
、
既
に
伴
な
う

て
居
た
も
の
だ
ら
う
と
私
は
思
ふ
。
…
…
ア
ァ
ヴ
ィ
ン
グ
の

リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
の
発
端
の
引
用
句
に
も
、
古

い
サ
ク
ソ
ン
の
神
に
か
け
て
、
自
分
の
物
語
の
偽
り
で
な
い
こ

と
を
誓
つ
た
う
け
び
言
が
出
て
居
た
。
白
人
の
国
で
も
元
は
や

は
り
此
趣
旨
を
以
て
、
話
毎
に
斯
う
い
ふ
一
句
を
付
加
す
る
風

習
が
あ
つ
た
と
見
え
る
。
そ
れ
が
我
邦
の
昔
話
で
は
永
く
今
日

ま
で
持
続
し
て
居
た
の
で
あ
る（14
（

。

つ
ま
り
、
昔
話
は
「
ド
ン
ト
ハ
ラ
ヒ
」
な
ど
の
結
末
の
一
句
を
有

し
、
こ
れ
は
伝
承
者
の
宣
誓
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
一
定
の
形
式
の

句
は
外
国
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
永
く
持
続
し
て
き
た
日
本
に
お

い
て
比
較
研
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
柳

田
は
、K

H
M

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
結
末
句
は

笑
話
化
と
並
行
し
て
発
明
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
、K

H
M

に
見
ら

れ
る
結
末
句
と
日
本
に
お
け
る
そ
れ
を
比
較
し
て
以
下
の
よ
う
に
も

述
べ
て
い
る
。

　

グ
リ
ム
の
メ
ェ
ル
ヘ
ン
を
読
ん
で
見
る
と
、
滑
稽
に
富
ん
だ

長
々
し
い
結
び
の
文
句
が
、
或
地
方
の
も
の
に
限
つ
て
付
い
て

居
る
。
人
に
よ
つ
て
は
是
を
其
話
だ
け
の
必
然
な
る
一
部
分
の

如
く
思
ふ
者
も
あ
ら
う
が
、
実
は
た
だ
採
集
者
が
個
々
の
採
集

に
忠
誠
で
あ
つ
た
と
い
ふ
の
み
で
、
そ
れ
と
本
文
と
の
間
に
は

格
別
の
連
鎖
は
無
く
、
少
し
も
変
へ
ず
に
之
を
別
の
話
に
持
つ

行
つ
て
付
け
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
グ
リ
ム

生
時
の
独
逸
の
田
舎
に
は
、
も
う
此
程
度
の
改
造
し
た
結
び
の

文
句
し
か
行
は
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
、
是
を
日
本
の
昔
話

の
、
ま
だ
色
々
の
古
風
な
形
式
を
保
存
し
て
居
る
の
に
比
べ
る

と
、
研
究
の
便
宜
は
確
か
に
少
な
い
。
だ
か
ら
我
々
は
今
後
こ
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の
一
点
の
綿
密
な
調
査
か
ら
で
も
、
ま
だ
外
国
の
学
者
の
気
づ

か
な
か
つ
た
も
の
を
拾
ひ
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る（15
（

。

こ
こ
で
柳
田
は
、
外
国
の
昔
話
に
比
べ
る
と
日
本
の
昔
話
に
は
古

く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
形
式
が
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
ゆ

え
に
、
こ
の
点
に
お
い
て
日
本
の
昔
話
研
究
の
発
展
が
世
界
の
昔
話

研
究
に
貢
献
し
う
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
昔

話
の
形
式
に
つ
い
て
着
目
し
た
柳
田
は
、
昭
和
十
七
年
三
月
に
論
考

「
昔
話
の
発
端
と
結
び
」
を
著
し
た（16
（

。
こ
の
論
考
に
お
い
て
柳
田
は

日
本
に
お
け
る
発
端
句
と
結
末
句
の
地
方
的
変
化
の
特
色
、
傾
向
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
、「
昔
話
と
伝
説
と
神
話
」
で
柳
田
自
身

が
言
及
し
た
課
題
、
す
な
わ
ち
日
本
国
内
の
昔
話
の
形
式
の
比
較
と

い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

柳
田
の
こ
れ
ら
の
諸
論
文
、
お
よ
びK

H
M

へ
の
書
き
込
み
を
照

ら
し
合
わ
せ
た
時
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
、
柳
田
は

K
H

M

そ
の
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
当
時
ま
だ
海

外
の
研
究
者
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
昔
話
に
特

有
な
も
の
を
研
究
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
てK

H
M

を
読
ん
で

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
柳
田
は
日
本
国
内
の
昔
話
研
究
を
発
展

さ
せ
、
そ
れ
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
が
「
世
界
の

民
間
説
話
の
実
験
所
（
11
（

」
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。5

．
比
較
昔
話
研
究
の
資
料
と
し
て
のK

H
M

柳
田
に
よ
る
書
き
込
み
調
査
か
ら
指
摘
さ
れ
う
る
第
二
の
点
は
、

柳
田
は
、
日
本
の
昔
話
と
共
通
す
る
類
話
、
あ
る
い
は
モ
チ
ー
フ
を

対
比
さ
せ
な
が
らK

H
M

を
読
み
進
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
柳
田
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
るK

H
M

の
う
ち
、
柳
田
國
男
監

修
『
日
本
昔
話
名
彙
』
に
対
応
す
る
類
話
の
対
応
表
を
資
料
1
に
ま

と
め
た
。

特
に
顕
著
な
の
は
、
三
七
番
「
親
指
小
僧
」
や
八
八
番
「
歌
っ
て

跳
ね
る
ヒ
バ
リ
」、
一
〇
八
番
「
ハ
ン
ス
は
り
ね
ず
み
」、
一
四
四
番

「
小
さ
な
ロ
バ
」
な
ど
、
柳
田
は
日
本
の
「
一
寸
法
師
」
や
「
田
螺

長
者
」
と
い
っ
た
小
さ
子
に
関
す
るK

H
M

の
類
話
に
関
心
を
払
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
柳
田
國
男
の
本
格
的
な
昔
話
研
究
は
『
桃
太

郎
の
誕
生
』
を
も
っ
て
出
発
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
の
は
「
小
さ
子
」
で
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
論
文

と
し
て
他
に
も
、『
桃
太
郎
の
誕
生
』
以
前
に
発
表
さ
れ
た
「
一
寸

法
師
譚
」（
昭
和
三
年
五
月
（
18
（

）
や
「
桃
太
郎
根
原
記
」（
昭
和
五
年
五
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月
（
19
（

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「
桃
太
郎
根
原
記
」
の
中
で
柳
田
は
シ

ン
デ
レ
ラ
比
較
研
究
の
大
家
で
あ
る
コ
ッ
ク
ス
の
研
究
を
紹
介
し
、

日
本
の
紅
皿
欠
皿
や
粟
福
米
福
の
話
に
言
及
（
20
（

、
さ
ら
に
、
二
八
番

「
歌
う
骨
」
に
関
係
の
深
い
死
人
感
謝
譚
や
「
美
女
と
野
獣
」
な
ど

の
異
類
婚
姻
譚
に
も
触
れ
て
い
る
。

年
を
と
っ
て
社
会
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
る
人
、
あ
る
い
は
動
物
を

扱
っ
た
「
年
取
っ
た
お
じ
い
さ
ん
と
孫
」
や
「
老
犬
ズ
ル
タ
ン
」
の

類
話
と
し
て
日
本
で
は
「
姥
捨
山
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
柳
田
は

「
親
棄
山
」
で
、
日
本
に
は
四
種
の
サ
ブ
タ
イ
プ
が
あ
り
、
う
ち
二

つ
は
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る（21
（

。
昔
話
や
民
俗

学
的
に
も
興
味
深
い
一
六
番
「
三
枚
の
蛇
の
葉
」
や
一
〇
五
番
「
ウ

ン
ケ
の
お
話
」、
そ
の
他
、
一
一
八
番
「
三
人
の
軍
医
」、
九
八
番

「
物
知
り
博
士
」
や
一
四
三
番
「
旅
に
出
る
」
な
ど
の
笑
話
や
二
番

「
猫
と
鼠
の
共
暮
ら
し
」
や
一
七
一
番
「
ミ
ソ
サ
ザ
イ
」
等
の
動
物

昔
話
に
も
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
日
本
に
も
類
話

の
見
ら
れ
る
由
来
譚
「
藁
と
炭
と
そ
ら
豆
」
な
ど
関
心
領
域
は
幅
広

い
。
一
一
二
番
「
天
国
の
か
ら
さ
お
」
で
は
、〈
豆
の
木
〉
の
書
き

込
み
が
あ
り
、
柳
田
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
、
論
考
「
天
の
南

瓜
」
を
発
表
し
て
い
る（22
（

。
一
三
五
番
「
白
い
花
嫁
と
黒
い
花
嫁
」
に

は
〈
皿
々
山
〉
と
〈
エ
ス
ガ
タ
女
房
〉、
一
八
六
番
「
本
当
の
花
嫁
」

に
も
〈
皿
々
山
〉
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
、
本
当
の
花
嫁
を
探
す
と

い
う
モ
チ
ー
フ
に
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
番
「
泥
棒
の

名
人
」
の
日
本
の
類
話
「
俵
薬
師
」
に
関
し
て
も
柳
田
は
論
考
「
俵

薬
師
（
23
（

」
を
、K

H
M

八
六
番
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
〈
は
て
な
し
話
〉

に
関
連
し
て
、
論
考
「
は
て
無
し
話
」
を
出
し
て
い
る（24
（

。
こ
れ
ら
の

論
文
を
見
る
と
、
柳
田
は
外
国
の
昔
話
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
外
国
の
昔
話
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
の
昔
話
を
中
心

に
論
じ
て
い
る
。
前
述
し
た
昔
話
の
定
義
づ
け
に
関
し
て
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
柳
田
は
日
本
の
個
々
の
昔
話
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
上

で
もK

H
M

を
参
考
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

6
．
結
語

柳
田
國
男
が
日
本
民
俗
学
を
確
立
す
る
上
で
、
フ
レ
ー
ザ
ー
や
ゴ

ム
な
ど
イ
ギ
リ
ス
民
俗
学
か
ら
方
法
論
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
柳
田
のK

H
M

へ
の
書
き
込
み
を
調
査
し
て
み
る

と
、
日
本
の
昔
話
と
対
応
す
るK

H
M

の
話
に
多
く
の
書
き
込
み
が

見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
類
話
に
関
す
る
論
考
を
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
を

皮
切
り
に
次
々
と
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら



18

に
柳
田
は
昔
話
を
形
式
的
な
観
点
か
ら
定
義
づ
け
る
上
で
、K

H
M

を
参
照
、
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
書
き
込
み
箇
所
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
た
。
柳
田
國
男
は
本
格
的
に
昔
話
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ

てK
H

M

を
精
読
し
、
比
較
研
究
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い

て
い
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
は
柳
田
文
庫
所
蔵
の

基
礎
文
献
の
調
査
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
柳
田
がK
H

M

を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
日
本
の
昔
話
と
比
較
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う

な
結
論
に
至
っ
た
か
、
そ
の
思
索
過
程
を
詳
細
に
検
討
す
る
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
し
た
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家

庭
の
童
話
集
』
以
外
に
も
柳
田
文
庫
に
は
英
独
仏
を
中
心
と
し
た
膨

大
な
量
の
文
献
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
柳
田
の
思
索
過
程
を
辿
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
残
さ
れ
て
い
る
書
き
込
み
や
傍
線
の
さ
ら
な

る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
は
本
稿
と
対
を
な
す
形
で

別
の
機
会
に
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

謝
辞

本
稿
執
筆
の
準
備
段
階
で
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
林
洋
平

様
に
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

注（
1
）　
【
柳
田
と
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
お
よ
び
人
類
学
関
係
に
関
す
る
研

究
】

　
　
　

高
橋
治
「
柳
田
国
男
に
お
け
る
G
・
L
・
ゴ
ン
ム
受
容
の
一
断

面
―
大
正
中
期
の
〈
供
犠
〉
論
の
受
容
と
関
連
さ
せ
て
」『
柳
田
国

男
の
学
問
は
変
革
の
思
想
た
り
う
る
か
』
柳
田
国
男
研
究
会
編
、

梟
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
六
三
―
二
八
三
頁
。
横
山
茂
雄
「
英
国

に
住
む
野
人
也
：
南
方
熊
楠
、
柳
田
國
男
の
山
人
論
争
と
ジ
ョ
ー

ジ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ゴ
ム
」（
特
集　

南
方
熊
楠
と
民
俗
学
）『
季

刊
民
族
学
』
三
六
（
一
）
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
―
二
四
頁
。

横
山
茂
雄
「
歴
史
の
致
命
的
な
沈
黙
―
ロ
レ
ン
ス
・
ゴ
ム
と
柳
田

國
男
の
先
住
異
民
族
説
」『
外
国
文
学
研
究
』
二
六
号
、
二
〇
〇
七

年
、
一
五
〇
―
一
六
六
頁
。
高
木
昌
史
編
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ　

口
承
文
芸
の
東
西
』
三
交
社
、
二
〇
〇
六
年
。
赤
坂
憲
雄
『
一

国
民
俗
学
を
越
え
て
』
五
柳
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。
佐
伯
有
清
『
柳

田
国
男
と
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
高
原
隆

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ゴ
ム
民
俗
学
の
柳
田
國
男
へ
の
影
響

に
つ
い
て
」『
日
本
民
俗
学
』
二
一
七
号
、
一
九
九
九
年
。
伊
藤
幹

治
「
柳
田
國
男
と
J
・
G
フ
レ
ー
ザ
ー
の
「
金
枝
篇
」」『
民
俗
学

研
究
所
紀
要
』
第
二
二
集
・
別
冊
、
成
城
大
学
、
一
九
九
八
年
。

田
中
藤
司
「
柳
田
文
庫
所
蔵
読
了
自
記
洋
書
目
録
・
略
年
表
」『
民

俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
集
・
別
冊
、
成
城
大
学
、
一
九
九
八

年
。
長
谷
川
邦
男
「
柳
田
国
男
と
イ
ギ
リ
ス
民
俗
学
の
系
譜
Ⅰ
」
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KHM 柳田『日本昔話名彙』
二　猫と鼠の共暮らし 猫と鼠
一八　藁と炭とそら豆 炭とわらしべと豆

二一　灰かぶり
継子の椎拾い、米福粟福、紅皿欠
皿、姥皮、灰坊太郎

二八　歌う骨 歌い骸骨
三一　手なし娘 手無し娘
三七　親指小僧 一寸法師
六五　千匹皮 （姥皮）
七八　年取ったおじいさんと孫 姥捨山

八七　貧乏人と金持ち
大歳の客、大歳の火、弘法機、打
出小槌

八八　歌って跳ねるヒバリ 田螺長者、蛙婿入、蛞蝓婿
九八　物知り博士 見透かしの六兵、功名の鼻利き
一〇八　ハンスはりねずみ （田螺長者）
一一八　三人の軍医 どうもこうも
一三四　六人の家来 力太郎

一三五　白い花嫁と黒い花嫁
継子の椎拾い、（皿々山、絵姿女
房）

一四三　旅に出る 愚か婿、ぐづの話、茶栗柿
一四四　小さなロバ （田螺長者）
一五一　三人の怠け者 無精競べ

一五八　のらくら者の国の話 うそ話

一七一　ミソサザイ ミソサザイは鳥の王
一八六　本当の花嫁 （皿々山）
一八七　兎とハリネズミ 虱と蚤、動物競争
一九二　泥棒の名人 弟出世、俵薬師

資料 1　柳田國男による書き込みのある KHMの類話と『日本昔話名彙』の対応表
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柳
田
国
男
研
究
会
編
『
柳
田
国
男
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
以
後
』
三
一
書

房
、
一
九
九
六
年
。
川
田
稔
『
柳
田
国
男
の
思
想
史
的
研
究
』
未

来
社
、
一
九
九
四
年
。
ロ
ナ
ル
ド
・
モ
ー
ス
『
近
代
化
へ
の
挑
戦　
　

柳
田
国
男
の
遺
産
』
岡
田
陽
一
・
山
野
博
史
訳
、
日
本
放
送
出
版

協
会
、
一
九
七
七
年
。

　
　
　
【
フ
ラ
ン
ス
の
民
俗
学
お
よ
び
口
承
文
芸
研
究
と
の
関
連
】

　
　
　

ジ
ュ
デ
オ
ン
・
ユ
エ
『
民
間
説
話
論
』
関
敬
吾
監
修
、
石
川
登
志

夫
訳
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
。
高
木
昌
史
編
『
柳
田
國
男

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ　

口
承
文
芸
の
東
西
』
三
交
社
、
二
〇
〇
六
年
。

田
中
藤
司
「
柳
田
文
庫
所
蔵
読
了
自
記
洋
書
目
録
・
略
年
表
」『
民

俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
集
・
別
冊
、
成
城
大
学
、
一
九
九
八

年
。
川
田
稔
『
柳
田
国
男
―
「
固
有
信
仰
」
の
世
界
』
未
来
社
、

一
九
九
二
年
。
岡
谷
公
二
「
柳
田
国
男
と
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン

ス
」『
日
本
民
俗
学
』
一
四
一
号
、
一
九
八
二
年
、
一
―
一
二
頁
。

　
　
　
【
グ
リ
ム
関
係
】

　
　
　

岩
本
由
輝
「
補
訂
・
柳
田
國
男
の
紀
行
文
芸
を
め
ぐ
っ
て
―
『
グ

リ
ム
の
昔
話
』
に
お
け
る
書
き
換
え
の
問
題
を
含
め
て
―
（
上
）

（
下
）」『
柳
田
國
男
「
遠
野
物
語
」
作
品
論
集
成
（
三
）』
石
内
徹

編
、
大
空
社
、
一
九
九
六
年
。
高
木
昌
史
編
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ　

口
承
文
芸
の
東
西
』
三
交
社
、
二
〇
〇
六
年
。
高
木
昌

史
「
柳
田
國
男
と
グ
リ
ム
学
―
『
遠
野
物
語
』
の
位
置
」『
現
代
思

想　

柳
田
國
男　
「
遠
野
物
語
」
以
前
／
以
後
』
二
〇
一
二
年
、
二

一
五
―
二
三
一
頁
。

　
　
　
【
ハ
イ
ネ
関
係
】

　
　
　

林
正
子
「
柳
田
國
男
の
ハ
イ
ネ
受
容
に
よ
る
〈
民
族
〉
の
発
見
：

〈
民
族
精
神
〉
の
高
揚
と
〈
民
俗
学
〉
隆
盛
の
連
環
を
考
究
す
る
た

め
に
」『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
』
三
六
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九

―
三
五
頁
。
ル
ー
ト
ウ
ム
・
ペ
ー
タ
ー
（Lutum

� Peter

）「
柳
田

国
男
の
〈
一
国
民
俗
学
〉
誕
生
に
関
す
る
一
考
察
―
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
・
ハ
イ
ネ
著
『
流
謫
の
神
々
』
の
思
想
的
な
影
響
―
」。『
民
俗

学
研
究
所
紀
要
』
二
七
号
、
二
〇
〇
三
年
。
一
〇
五
―
一
二
四
頁
。

ハ
イ
ネ
と
柳
田
と
の
関
係
に
関
す
る
参
考
文
献
は
右
の
ル
ー
ト
ウ

ム
・
ペ
ー
タ
ー
の
論
文
一
二
三
―
一
二
四
頁
に
詳
し
い
。

　
　
　

右
の
文
献
以
外
に
も
、
ス
イ
ス
を
中
心
と
し
た
滞
欧
中
の
柳
田
の

足
跡
な
ど
を
詳
し
く
研
究
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
体
験
が
柳
田
の

一
国
民
俗
学
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
す
る
以
下
の

研
究
も
参
照
し
た
。
岡
村
民
夫
『
柳
田
国
男
の
ス
イ
ス
―
渡
欧
体

験
と
一
国
民
俗
学
』
森
話
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
2
）　
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
集
・
別
冊
、
成
城
大
学
、
一
九

九
八
年
の
伊
藤
幹
治
氏
に
よ
る
ま
え
が
き
、
お
よ
び
長
谷
川
邦
男

「
柳
田
国
男
と
イ
ギ
リ
ス
民
俗
学
の
系
譜
Ⅰ
」
柳
田
国
男
研
究
会
編

『
柳
田
国
男
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
以
後
』
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
、
五

一
頁
等
を
参
照
。

（
3
）　

柳
田
國
男
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
別
巻
第
五
、
筑
摩
書
房
、
一
九

八
三
年
、
六
三
四
―
六
三
五
頁
。
以
下
、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
は

「
定
本
」
と
略
記
す
る
。
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（
4
）　
『
グ
リ
ム
の
御
伽
話
細
註
』
と
は
、
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
に
よ
る

グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
の
注
釈
書
の
こ
と
で
、

柳
田
文
庫
に
は
以
下
の
五
冊
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。G

rim
m

, 

Jacob und W
ilhelm

. A
nm

erkungen; zu den K
inder- und 

H
ausm

ärchen der B
rüder G

rim
m

. N
eu bearb. von Johannes 

B
olte und G

eorge Polívka. Leipzig, D
ieterich'sche 

（B
d.1 

1913, B
d.2  1915, B

d.3 1918, B
d.4 1930, B

d.5 1932

）.�

出
版
年

か
ら
、
柳
田
が
滞
欧
中
に
日
本
に
送
っ
た
の
は
一
巻
か
ら
三
巻
で
、

四
巻
、
五
巻
は
帰
国
後
に
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
よ
る
と
収
録
冊
数
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
①
単
行
本
…
和
漢
書
一
万
五
〇
四
二
冊
、
洋
書
一
四
三
四

冊
②
逐
次
刊
行
物
…
和
雑
誌
一
三
七
九
タ
イ
ト
ル
（
約
一
万
八
一

〇
〇
冊
）、
洋
雑
誌
八
一
タ
イ
ト
ル
（
約
九
〇
〇
冊
）
③
そ
の
他
の

図
書
資
料
…
別
刷
そ
の
他
七
三
八
冊
。
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

編
『
増
補
改
訂　

柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

所
、
二
〇
〇
三
年
。

（
6
）　

高
木
昌
史
氏
お
よ
び
田
中
藤
司
氏
の
研
究
に
関
し
て
は
注
（
1
）

を
参
照
。
高
橋
治
「
柳
田
国
男
の
洋
書
体
験　

一
九
〇
〇
―
一
九

三
〇
―
柳
田
國
男
所
蔵
洋
書
調
査
報
告
―
」『
柳
田
国
男
・
民
俗
の

記
述
』
柳
田
国
男
研
究
会
編
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇

五
―
二
五
五
頁
。
そ
の
他
、
ロ
ナ
ル
ド
・
A
・
モ
ー
ス
は
柳
田
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
G
・
L
・
ゴ
ム
の
『
歴
史
科
学
と
し
て
の

民
俗
学
』Folklore as an H

istorial Science

へ
の
書
き
込
み
箇
所

を
一
部
再
録
し
て
い
る
。
注
（
1
）
二
六
二
―
二
六
六
頁
を
参
照
。

ル
ー
ト
ウ
ム
・
ペ
ー
タ
ー
は
注
（
1
）
で
挙
げ
た
論
文
に
お
い
て
、

柳
田
文
庫
所
蔵
の
ハ
イ
ネ
の“

D
eutschland. E

in 

W
interm

ärchen”

や“
A

tta T
roll”

に
み
ら
れ
る
柳
田
の
書
き

込
み
に
つ
い
て
二
、
三
言
及
し
て
い
る
。

（
1
）　

現
在
、
レ
ク
ラ
ム
文
庫
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
るK

H
M

は
第
一
巻

に
一
番
か
ら
八
六
番
、
第
二
巻
に
八
七
番
か
ら
二
〇
〇
番
、
お
よ

び
子
供
の
聖
者
伝
と
決
定
版
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
話
（
補
遺
）

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
第
三
巻
は
注
釈
編
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
）　

第
三
巻
の
注
釈
編
は
一
九
〇
八
年
、
一
九
一
八
年
、
一
九
三
〇
年

に
も
レ
ク
ラ
ム
文
庫
よ
り
再
版
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

注
6
、
高
橋
治
、
二
一
六
頁
。

（
10
）　

注
3
、
六
二
四
頁
。

（
11
）　K

H
M

の
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
邦
訳
書
を
参
考
に
し
た
。

『
完
訳
グ
リ
ム
童
話
集
』
一
―
五
巻
、
金
田
鬼
一
訳
、
岩
波
文
庫
、

一
九
七
九
年
。

（
12
）　

柳
田
國
男
「
昔
話
採
集
者
の
為
に
」（『
昔
話
覚
書
』
所
収
）
定

本
・
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年
、
三
四
一
―
三
六
六
頁
。

初
出
は
一
九
三
一
年
四
月
「
旅
と
伝
説
」
四
巻
四
号
。

（
13
）　

柳
田
國
男
「
昔
話
と
伝
説
と
神
話
」（『
口
承
文
藝
史
考
』
所
収
）

定
本
・
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
、
五
八
―
一
二
七
頁
。

初
出
は
一
九
三
五
年
五
月
―
一
九
三
六
年
四
月
「
昔
話
研
究
」
一

号
―
十
二
号
。
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（
14
）　

注
13
、
六
〇
―
六
一
頁
。

（
15
）　

注
13
、
六
二
頁
。

（
16
）　

柳
田
國
男
「
昔
話
の
発
端
と
結
び
」（『
昔
話
覚
書
』
所
収
）
定

本
・
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
、
三
六
七
―
三
九
〇
頁
。

初
出
は
一
九
四
二
年
三
月
（
初
版
本
文
末
）。

（
11
）　

注
16
、
三
六
五
頁
。

（
18
）　

柳
田
國
男
「
一
寸
法
師
譚
」（『
物
語
と
語
り
物
』
所
収
）
定
本
・

第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
五
―
一
九
頁
。
初
出
は
一

九
二
八
年
五
月
「
民
族
」
三
巻
四
号
。

（
19
）　

柳
田
國
男
「
桃
太
郎
根
原
記
」
定
本
・
第
三
〇
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
三
年
、
一
四
八
―
一
五
七
頁
。
初
出
は
一
九
三
〇
年
五
月

「
文
学
時
代
」
二
巻
五
号
。

（
20
）　

注
19
、
一
四
八
―
一
四
九
頁
。
そ
の
他
、「
灰
か
ぶ
り
」
や
「
千

匹
皮
」
と
関
係
の
深
い
類
話
「
姥
皮
」
に
関
す
る
柳
田
の
論
考
は

以
下
を
参
照
。
柳
田
國
男
「
姥
皮
と
蛙
報
恩
」、「
昔
話
の
継
合
せ
」、

「
鷲
の
卵
と
桃
の
酒
」（『
童
話
小
考
』
所
収
）
定
本
・
第
八
巻
、
筑

摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
四
六
五
―
四
七
二
頁
。
初
出
は
一
九
三

六
年
二
月
―
四
月
「
昔
話
研
究
」。

（
21
）　

柳
田
國
男
「
親
棄
山
」（『
村
と
学
童
』
所
収
）
定
本
・
第
二
一
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年
、
二
九
四
―
三
〇
五
頁
。
初
出
は
一
九

四
五
年
二
月
―
三
月
、「
少
女
の
友
」
三
八
巻
二
号
―
三
号
。

（
22
）　

柳
田
國
男
「
天
の
南
瓜
」（『
昔
話
覚
書
』
所
収
）
定
本
・
第
六
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
、
四
二
〇
―
四
三
一
頁
。
初
出
は
一
九

四
一
年
四
月
、
六
月
「
文
藝
世
紀
」
三
巻
、
四
号
、
六
号
。

（
23
）　

柳
田
國
男
「
俵
薬
師
」（『
昔
話
覚
書
』
所
収
）
定
本
・
第
六
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
、
四
三
二
―
四
三
六
頁
。
初
出
は
一
九

三
九
年
四
月
「
博
浪
沙
」
四
巻
四
号
。

（
24
）　

柳
田
國
男
「
は
て
無
し
話
」（『
昔
話
と
文
学
』
所
収
）
定
本
・
第

六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
、
三
〇
八
―
三
一
三
頁
。
初
出

は
一
九
二
九
年
十
二
月
「
遊
牧
記
」
一
号
。




